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ERGサイエンスセンターにおける地上観測データベースの構築

Construction of database of ground-based observations at ERG Science
Center
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ERG（Energization and Radiation in Geospace）計画は、内部磁気圏赤道面において粒子・電磁
場・波動の総合観測を小型衛星により実現し、地上観測網・数値モデリングとの連携を活かして
宇宙嵐時のジオスペース変動の物理機構を探る探査計画である。衛星観測の開始とともに、衛星
・地上・数値モデリングを連携した総合解析を直ちに行えるように、名古屋大学太陽地球環境研
究所にERGサイエンスセンターを設置し、昨年度から準備を進めている。まずは、国内の各機関
が所有する、地磁気、レーダー、全天カメラのデータについて、データの種類や観測網ごとにば
らばらになっている観測データをメタデータ付きのファイル形式(Common Data Format)に統一
し、既に広く使われつつある統合解析ツール(TDAS)への対応を進めている。本講演では、進捗
状況を報告する。
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